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売上
863億円
営業利益

40.5億円
営業利益率
4.7％

売上CAGR
12％

売上
1,200億円

営業利益
85億円

営業利益率
7.1％

営業利益CAGR
28%

2022年9月期

2025年9月期

セキュリティ＆ハイブリッドクラウド

インダストリーソリューション

マネージドサービス加速

中期経営計画(23/9－25/9）

クラウド IDを軸に、エンタープライズ市場のDX を牽引
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2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

国内クラウド市場の推移*1

億円 CAGR
(2022－2026)

12.7％

市場背景：国内クラウド市場の見通し

2022 年度 4.6 兆円 ⇒ 2026 年度 7.5 兆円

出所:MM総研 「国内クラウドサービス需要動向調査」
*1 国内企業28,868社の各クラウドサービス（パブリッククラウド及びプライベートクラウド）への支出額の合計額
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クラウドサービスベンダーの
国内売上高推移*1

クラウドサービスベンダーの
国内売上高シェア*1

グローバル市場のシェア*2

（IaaSとSaaSの合計）

SaaS シェア
IaaS シェア

+0.6pts
（前期比）

+1.2pts
（前期比） Microsoft Amazon Saleforce Google

合計
16.3%

合計
7.4%

2020年 2021年

+33.4%

+61.1%

3,603億円

売上高

市場背景：Microsoft Cloud の高い成長性

2020-2021年 2021年

+3.1pts
（前期比）

+48.0%

Microsoft

Microsoft

Microsoft

Amazon

Google

Amazon

Google

その他

合計
18.1%

合計
4.9%

Amazon Salesforce Google

出典：1. Gartner, Market Share: IT Services, Worldwide 2021, Dean Blackmore, et al., 8 April 2022 Service= Infrastructure as a Service, Country= Japan, Vendor Revenue Constant Currency、1$=¥106.79(2020), ¥109.79(2021)
2. Gartner, Market Share: Enterprise Public Cloud Services, Worldwide, 2021, Colleen Graham, et al., 26 May 2022 SaaS and IaaS Market Share
GARTNERは、Gartner Inc.または関連会社の米国およびその他の国における登録商標およびサービスマークであり、同社の許可に基づいて使用しています。All rights reserved.

※グラフはGartner®リサーチに基づきJBSが作成したものです。

ここに記載のある数値は、JBSにより算出されたものです。
US$  Revenue Basis

25.9%

31.2%6.2%

933億円

1.126億円

223億円

821億円

135億円

613億円

8.8%

9.3%

16.3%

7.4% 3.0%

1.9%

Microsoft Cloud 国内シェア拡大傾向
SaaS/IaaSの組合せ グローバル最大シェア
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エンタープライズ企業におけるクラウドID数
(Microsoft 365)

エンタープライズ企業における
クラウド適用範囲(ARPU)

1,719K

1,805K

1,895K

1,990K

22/9
（実績）

23/9
（計画）

24/9
（計画）

25/9
（計画）

50,282 

54,882 

57,524 

60,313 

22/9
(実績)

23/9
(計画)

24/9
(計画)

25/9
(計画)

CAGR
(2022－2025)

5.0％

CAGR
(2022－2025)

6.3％

主要KPI目標：クラウド ID x ARPU*1の両輪で事業を拡大

*1 ”Average Revenue Per User”の略。1ユーザー当たりの平均売上高を示す指標。

クラウドID増 ＜ ARPU増

エンタープライズ企業におけるクラウドID数
（Microsoft 365）
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エンドポイント
（一般ユーザー）

オンプレミス

クラウド

クラウドID

クラウドID：クラウド・オンプレミスのインフラ・アプリ環境を結ぶキー

App

Infra

Data

ID確保 ⇒ Infra/App/Data 提案機会増
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ARPU：ソリューション・サービス展開を加速

c. Managed Services
「JBS Cloud Suite」

コスト最適化 クラウドエンゲージメント

a. Horizontal Solutions

モダンワークプレイス＆セキュリティ

ハイブリッドインフラ・Data＆AI

業界横断

b. Vertical Solutions

業界特化

金融 通信メディア

製造流通 公共

Horizontal × Vertical 両面でのソリューション展開
マネージドサービスで下支え
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a. Horizontal Solution : Hybrid Infra と Data & AI

 エンタープライズ企業向け常駐スタッフ
 オンプレ・クラウド両面の支援実績
 Azure Expert MSP保有

サイロ化したデータをオンプレとのハイブリッドで統合 ⇒ Data＆AI活用

情報システム領域

ビジネス領域

Data & AI
データ分析アプリケーション

ソリューション提供

JBS

各ビジネス部門でのデータ分析推進

部門最適化による
データサイロ化

情報システム部による
全社データ最適化推進

ソリューション提供

パートナー企業JBS

コスト・セキュリティ・データ転送時間の
最適化

クラウド

データ基盤
アプリケーション

（M365/D365など）
ハードウェア

オンプレミス

データ基盤
アプリケーション

ハードウェア

Hybrid



99

クラウド

オンプレミス

オンライン/バーチャル

フィールドワーク
Vertical

リアル

お客さま毎の

業務領域へ

オフィスワーク
Horizontal

App VR

クラウドID

モ
ダ
ン
ワ
ー
ク

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ンApp VR

App VR

b. Vertical Solution : クラウドIDを業務領域に展開

クラウドID フィールドワークへ展開。 業界毎のデジタルツインを実現

*1 リアル（物理）空間にある情報をIoTなどで集め、送信されたデータを元にサイバー（仮想）空間でリアル空間を再現する技術。現実世界の環境
を仮想空間にコピーする鏡の中の世界のようなイメージであり、「デジタルの双子」の意味を込めてデジタルツインと呼ばれる。
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ARPU：資本提携パートナーとの協業を強化

MRI⇒JBS 20％出資 JBS⇒Wands 20％出資

上流価値デザインの補完 内製化の実績強化

公共向けソリューション メディア向けソリューション

上流コンサル・業界知見を補完
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ARPU：Managed Service

基盤最適化

活用

・使用状況のモニタリング

・既存サービスを組み合わせて
パッケージング

・迅速な基盤構築を実現

パートナー協業

競争の根幹などで個別企業/部門
ごとに最適化

管理は、IT部門⇒事業・事務部門主導へ
クラウド戦略推進は、IT部門（Cloud Center of Excellence*¹ ）

 JBS Cloud Suiteで各事業・事務部門ごとのガバナンス
やコストなどの最適化を実現

IT部門

一元管理モデル 事業・事務部門主導モデル

部門D

部門C部門E

部門A

部門F 部門B

事業・事務部門主導のIT管理体制へ JBS Cloud Suiteでサポート

*1 ”Cloud Center of Excellence”の略。クラウドを専門に取り扱う戦略的な組織のこと。
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新卒採用目標

人的資本経営

採用 成長に向けた仕組みづくり

キャリア採用目標

福利厚生（ハード）

CAFE & DINING 社宅トレーニングセンター

オンボーディング

ブラザーシスター制度

アルムナイ制度

階層別研修制度

資格取得奨励制度

豊富なEラーニング

えるぼし(3つ星)

トモニン

ヘルスケアアプリ導入

採用強化 × 人材スキルシフト

名程度/年200 名超/年100 女性管理職登用に向けた具体的計画の策定Diversity & Inclusion

上流設計・アプリ開発・セキュリティ領域の人材強化人材ポートフォリオ

低離職率の維持（2022年9月期：7.7%）
従業員1人当たりの売上対前期比 109％

エンゲージメント

人事施策（ソフト）
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事業パートナー

戦略パートナー拡充やM&A 積極的に検討
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事業セグメント構成の将来像

CI

CS
L&P

CI

CSL&P

CI

CSL&P

中長期では
クラウドサービス事業成長を加速

2026年以降

億円

～2025年 全体スケールアップ
2026年～ クラウドサービス比率アップ

863億円

売上高

2022/9 2025/9

1200億円

売上高 売上高

実績 計画

21％

16％63％
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中期経営計画 目標値

事業セグメント 売上売上 セグメント利益/
営業利益 売上売上 売上売上

2023年 9月期 2024年 9月期 2025年 9月期

クラウド
インテグレーション

クラウドサービス

ライセンス
＆プロダクツ

210億円

154億円

627億円

37億円

19億円

20億円

220億円

170億円

700億円

240億円

220億円

740億円

41億円

26億円

28億円

45億円

37億円

33億円

全社合計 991億円 48億円 1090億円 1200億円65億円 85億円

全社コスト他 ▲28億円 ▲30億円 ▲30億円

2025年9月期 売上 1200 億円 営業利益 85 億円

セグメント利益/
営業利益

セグメント利益/
営業利益
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183億円

210億円
220億円

240億円

15.3%
17.8% 18.4% 18.8%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

0億円

50億円

100億円

150億円

200億円

250億円

22/9 23/9 24/9 25/9

134億円
154億円

170億円

220億円

13.3% 12.3%

15.3%
16.8%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

0億円

50億円

100億円

150億円

200億円

250億円

22/9 23/9 24/9 25/9

546億円

627億円
700億円

740億円

3.4% 3.2%

4.0%
4.5%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

0億円

200億円

400億円

600億円

800億円

22/9 23/9 24/9 25/9

中期経営計画 目標値（事業セグメント別）

クラウドインテグレーション事業1 クラウドサービス事業2 ライセンス＆プロダクツ事業3
CAGR
9％

CAGR
18％

CAGR
11％

売上 セグメント利益 セグメント利益率

 クラウドマネージドサービスへの
契約シフト

 常駐×リモートでの
ハイブリッド運用支援加速

 大型ライセンスの獲得
 仕入れ価格の継続改善と、セールスオ

ペレーションセンター強化
 ハイブリッドソリューションでの拡販

 Security・Hybrid Infra
需要の刈り取り

 BizApps領域拡大による、
高収益案件の増加
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